
（第１３条関係）

９０．母子世帯に関する統計
　１）母子世帯になった理由別　母子世帯数及び構成割合の推移

１９５２年 694,700（100.0） 590,900 (85.1) 103,700 (14.9) 52,400 (7.5) 11,200 (1.6) 40,100 (5.8)

１９５６年 1,150,000（100.0） 896,000 (77.9) 254,000 (22.1) 168,000 (14.6) 22,000 (1.9) 64,000 (5.6)

１９６１年 1,029,000（100.0） 793,000 (77.1) 236,000 (22.9) 173,000 (16.8) 20,000 (1.9) 43,000 (4.2)

１９６７年 515,300（100.0） 351,100 (68.1) 164,200 (31.9) 122,100 (23.7) 9,400 (1.8) 32,800 (6.4)

１９７３年 626,200（100.0） 387,300 (61.9) 238,900 (38.2) 165,100 (26.4) 15,300 (2.4) 58,500 (9.4)

１９７８年 633,700（100.0） 316,100 (49.9) 317,500 (50.1) 240,100 (37.9) 30,300 (4.8) 47,100 (7.4)

１９８３年 718,100（100.0） 259,300 (36.1) 458,700 (63.9) 352,500 (49.1) 38,300 (5.3) 67,900 (9.5)

１９８８年 849,200（100.0） 252,300 (29.7) 596,900 (70.3) 529,100 (62.3) 30,400 (3.6) 37,300 (4.4)

１９９３年 789,900（100.0） 194,500 (24.6) 578,400 (73.2) 507,600 (64.3) 37,500 (4.7) 33,400 (4.2)

１９９８年 954,900（100.0） 178,800 (18.7) 763,100 (79.9) 653,600 (68.4) 69,300 (7.3) 40,200 (4.2)

厚生労働省調べ
（注）１．表の左は推計数（世帯）、右は構成割合（％）
　　　２．総数は、不詳を含んだ値である。

その他
調査年次

生　別
総数 死別

総数 離婚 未婚の母


